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け
か
 

外
の
陸
軍
少
年
兵
学
校
の
校
舎
は
知
ら
な
い
の
で
比
較
で
き
な
い
が
、
弘
前
の
歩
兵

連
隊
や
野
砲
連
隊
の
よ
う
に
営
門
を
く
ぐ
れ
ば
衛
兵
所
が
あ
り
、
衛
兵
所
の
陰
の
方
 

ど
る
い
 

に
営
倉
も
あ
っ
た
。
校
舎
か
ら
百
米
ほ
ど
離
れ
た
隅
に
土
塁
に
囲
ま
れ
た
火
薬
庫
も

あ
っ
た
。
 

衛
兵
所
に
は
、
た
す
き
を
か
け
た
週
番
将
校
が
指
揮
を
執
っ
て
い
て
、
生
徒
が
門

の
出
入
り
を
す
る
時
は
、
引
率
者
が
、
 
「
歩調
と
れ
っ
。」
と
号
令
を
か
け
て
、
挙
手

の
礼
を
し
な
が
ら
通
過
す
る
。
 

奈
良
の
冬
は
寒
い
。
雪
は
降
ら
な
い
が
、
水
で
の
洗
濯
な
ど
で
手
が
凍
傷
に
か
か
っ

て
し
ま
っ
た
。
早
く
若
草
山
が
青
く
な
れ
ば
よ
い
と
思
っ
た
。
 

入
学
し
て
六
ケ
月
過
ぎ
、
五
月
一
日
付
で
上
等
兵
と
な
り
こ
の
日
か
ら
“生
徒
”
の

呼
称
が
ク
飛
行
兵
・
と
な
っ
た
o
 「
山
中
飛
行
兵
、
睡

へ
行
っ
て
参
り
ま
す
o」
と
い
う

具
合
に
。

一
応
兵
隊
の
仲
間
入
り
と
い
う
と
こ
ろ
か
。
 

毎
日
の
行
動
も
、
机
上
の
勉
強
か
ら
実
習
の
時
間
が
多
く
な
っ
た
。
 飛
行
機
の
整

備
に
手
を
か
け
は
じ
め
た
。
教
官
は
教
室
で
の
将
校
の
講
義
と
違
っ
て
、
実
地
に
経

験
を
積
ん
だ
下
士
官
（
曹
長
か
軍
曹
）
で
あ
る
。
 五
ー
六
名
一
組
に
、
教
官
一
名
が

つ
い
て
、
内
然
機
関
（
空
冷

ェ
ソ
ジ
ン
）
の
解
体
、
組
立
て
、
電
気
系
統
の
配
線
等

本
格
的
な
整
備
の
実
習
に
入
っ
た
。
 

与
え
ら
れ
た
紙
数
も
尽
き
た
の
で
、
後
は
在
籍
中
の
概
要
を
記
し
て
詳
細
は
次
の

機
会
に
し
た
い
と
思
う
。
 

奈
良
に
は
、
名
前
ば
か
り
の
飛
行
場
（
原
野
に
格
納
庫
が
建
て
ら
れ
て
あ
る
）
で
 

か
ん
し
ょ
 

そ
こ
に
は
飛
行
機
が
無
か
っ
た
。
 飛
行
場
に
甘
薯
（
さ
つ
ま
い
も
）
を
植
え
に
行
っ
 

た
こ
と
も
あ
る
。
 

春
日
山
の
原
始
林
に
、
 九
八
式
偵
察
機
が
七
機
隠
さ
れ
て
い
た
。
 そ
の
機
の
警
備
 
 

の
た
め
、
 ー
ケ
月
に
二
回

（
二
時
間
の交
代
勤
務
）
歩
哨
に
立
た
さ
れ
た
。
 

七
月
に
入
っ
て
、
B
2
9の
大
阪
空
襲
は
、
生
駒
山
脈
の
向
う
側
の
大
阪
市
街
の
火

の
手
は
ま
る
で
、
不
謹
慎
な
言
い
方
だ
が
花
火
大
会
で
も
見
て
る
よ
う
な
美
し
さ
で

あ
っ
た
。
 そ
の
こ
ろ
、
天
理
市
に
あ
る
海
軍
の
飛
行
基
地
か
ら
、
数
十
機
の
敵
戦
闘

機
グ
ラ
マ
ソ
の
迎
撃
に
海
軍
の
戦
闘
機
「
厩
が
飛
び
立
ち
空
中
戦
を
演
じ
た
が
、
我

が
方

一
機
が
撃
遂
さ
れ
、
グ
ラ
マ
ソ
も
二
機
ほ
ど
煙
を
吐
き
な
が
ら
大
阪
方
面
へ
逃

げ
去
っ
た
の
を
手
に
汗
を
握
り
な
が
ら
こ
の
目
で
見
た
。
 

八
月
に
入
っ
て
転
属
命
令
が
出
て
、
第
二
中
隊
第
五
班
も
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
た
。
 

私
は
千
葉
県
下
志
津
飛
行
学
校
へ
、
鎌
田
程
三
飛
行
兵
は
浜
松
飛
行
学
校
へ
と
分
れ

た
。
我
々
は
下
志
津
へ
行
く
途
中
行
路
変
更
と
な
り
、
栃
木
県
雀
の
宮
駅
に
下
車
し

て
今
市
方
面
へ
行
進
し
、
あ
る
丘
陵
地
帯
の
仮
兵
舎
へ
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
百
式
偵

察
機
が
数
十
機
駐
機
さ
れ
て
あ
っ
た
。
 

八
月
五
日
に
命
令
が
出
て
、
わ
れ
わ
れ
奈
良
教
育
隊
か
ら
の
分
隊
は
、
十
八
日
朝

鮮
大
邸
飛
行
場
へ
の
転
出
が
決
っ
た
。
第
一
陣
の
特
別
幹
部
候
補
生
の
飛
行
兵
は
十

二
日
に
出
陣
し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
後
に
続
く
筈
で
あ
っ
た
。
 

八
月
十
五
日
の
聞
き
と
れ
な
い
玉
音
放
送
に
涙
を
流
し
、
終
戦
直
後
は
心
の
空
洞

を
満
た
し
切
れ
ず
、
周
辺
の
村
落
を
団
体
で
唯
走
り
廻
っ
た
。
 

二
十
五
日
部
隊
の
解
散
式
の
後
、
新
し
い
軍
足
に
米
一
升
を
詰
め
、
毛
布
一
枚
、
 

冬
の
外
と
う
を
貰
い
、
ど
こ
の
駅
か
ら
乗
っ
た
か
覚
え
て
い
な
い
が
、
満
員
の
貨
車

に
も
ぐ
り
込
み
、
ニ
昼
夜
ほ
ど
か
け
て

（
そ
の
間
乾
パ
ン
を
噛
り
、
水
筒
の
水
で
の

ど
を
潤
お
し
）
青
森
の
浦
町
駅
へ
着
え
た
。
青
森
市
は
見
渡
す
限
り
焼
け
野
原
で
、
 

唯
一
つ
ど
う
し
て
焼
け
残
っ
た
の
か
蓮
華
寺
の
屋
根
だ
け
が
強
く
目
に
写
っ
た
。
 

ま
た
何
時
間
か
か
け
て
故
郷
の
嘉
瀬
の
駅
へ
下
り
た
が
、
こ
の
村
は
一
年
前
と
少

し
も
変
っ
て
お
ら
ず
、
こ
の
一
年
足
ら
ず
の
期
間
だ
っ
た
が
、
夢
の
よ
う
に
思
え
た
。
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ュ
続ト
き
ぬ
た
の
小
径
 

句
 
碑
 
建
 

 

』
た
 

、
八D
 

 

沢
 
田
 

一
 
歩
 

昭
和
六
十
一
年
の
、
か
た
り
べ
、
第
五
集
に
ク砧
句
碑
へ
の
道
程
と
・
と
題
し
、
 

金
木
町
の
俳
人
二
五
名
の
句
碑
を
顔
写
真
入
り
で
紹
介
さ
せ
て
も
ら
っ
た
が
、
 そ

の
後
平
成
四
年
、
新
し
く
金
木
俳
句
会
員
に
な
っ
た
人
や
、
今
は
亡
き
俳
人
の
遺

族
か
ら
等
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
木
立
民
五
郎
氏
の
心
良
い
承
諾
と
沢
田
政
孝
氏

の
努
力
に
よ
り
、
同
じ
嘉
瀬
の
観
音
山
に
ク続
き
ぬ
た
の
小
径
》
と
し
て
、
十
九
基

の
句
碑
を
追
加
建
立
し
た
と
こ
ろ
、
編
集
者
山
中
正
津
よ
り
本
号
に
追
加
句
碑
の

事
も
書
く
よ
う
要
請
が
あ
り
ま
し
た
の
で
以
下
に
列
挙
致
し
ま
す
。
顔
写
真
は
省

き
ま
す
。
 順
不
同
で
す
。
 

⑥
残

る
虫
鳴
く
と
て

ほ
そ
し

露
仏
の
目
 

雅
号
 

一
戸
耕
雨
（
哲
三
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
僧
侶
、
雲
祥
寺
前
住
職
 
七
十
六
才
 

俳
歴
 
十

五
才
よ
り
父
木
人
よ
り
俳
句
を
学
ぷ
。
加
藤
紫
舟
主
宰
ク
梨
 

明
4入
会
。
 そ
の
間
秋
谷
佳
村
主
催
の
湖
吟
社
に
寄
り
、
 
戦

後
 

北
天
句
会
を
主
催
。
水
車
4選
者
。
現
在
ク俳
句
く
ろ

い
し

”
の
 

選
評
担
当
。
金
木
俳
句
会
代
表
。
 



⑥
辛
夷
咲
き
永
遠
に
鎮
ま
る
句
碑
の
丘
 

雅
号
 

沢
田
月
歩

（
繁
市）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
農
業
、
七
十
ニ
才
 

俳
歴
 

戦
前
昭
和
十
八
年
「
鳴
子
」
 

時
代
か
ら
作
句
、
現
金
木
俳
 

句
会
々
員
。
 

⑥
恐
竜
の
来
る
息
づ
か
い
水
芭
蕉
 雅

号
 

高
橋
け
ん
一

（
健
一）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
木
材
会
社
々
員
、
六
十
九
才

俳
歴
 
平
成
元
年
金

木
俳
句
会
入
会

し
て
活
躍
中
で
す
。
 

⑥
札
伸
ば
し
秋
刀
魚
の
青
さ
買
ひ
に
け
り
 

雅
号
 

会
津
藤
瀧

（
心導

）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
昭
和
六
十
一
年
五
所
川
原
南

小
学
校
長
で
定
年
退
職
、
六

十
九
才
 

俳
歴
 
鬼

灯
、
砧
会
員
を
経
て
、
現

在
板
柳
俳
句
会
、
暖
鳥
、
万

緑
で
活
躍
中
で
す
。
 

⑥
破
璃
越
し
に
蜂
さ
ま
よ
へ
り
抜
歯
器
具
 

雅
号
 

山
内
清
祐

（
小
山
内
嘉
工
門）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
僧
侶
、
八
十
一
才
 

俳
歴
 
ク

砧
ク
吟社
の
客
員
よ
り
五
所

川
原
俳
句
会
、
万
緑
で
活
躍

中
で
す
。
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、
 

⑥
豊
の
秋
こ
こ
村
人
の
よ
き
会
釈
 

⑥
草
紅
葉
地
蔵
に
眉
の
な
か
り
け
り
 

⑥
淡
墨
の
筆
お
ほ
ら
か
に
山
笑
う
 雅

号
 

村
田
ひ
で
お

（
秀雄
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
昭
和
六
十
三
年
嘉
瀬
小
学
校
 

教
頭
で
定
年
退
職
、
六
十
八
 

才
 

俳
歴
 
退
職

後
金
木
俳
句
会
に
入
り
 

活
躍
中
で
す
。
 

雅
号
 

北
川
せ
つ
女

（
セ
ツ
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
書
店
営
業
、
六
十
八
才
 

俳
歴
 
昭

和
六
十
二
年
金
木
俳
句
会

に
入
会
「
た
か
ん
な
」
会
員

と
も
な
り
活
躍
中
で
す
。
 

⑥
ロ
ー
力
ル
線
遮
断
機
月
を
指
し
た
ま
ま
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雅
号
 

山
本
れ
い

（
れ
い
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
昭
和
六
十
年
中
里
小
学
校
教

諭
で
定
年
退
職
、
六
十
八
才
 

俳
歴
 
平
成
二
年
金
木
俳
句
会
に

入

会
、
他
に
短
歌
も
作
り
活
躍

中
で
す
。
 
 

雅
号
 

山
中
よ
し
江

（
よ
し
え
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
主
婦
、
六
十
八
才
 

俳
歴
 
昭

和
六
十
二
年
金
木
俳
句
会
 

に
入
会
活
躍
中
で
す
。
 



⑥
牧
場
に
駒
の
い
な
な
き
雲
の
峰
 

＠
一
掬
の
清
水
御
堂
の
灯
を
と
も
し
 

＠
衝
」
日
止
 

碑
の
小
路
に
花
万
柔
 

』直
 

、
 

・
 

⑥
人
声
に
人
影
見
え
ず
夏
木
立
 

雅
号
 

山
中
み
さ
を

（操
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
農
業
、
六
十
七
才
 

俳
歴
 

昭
和
二
十
六
年
よ
り
ク砧
ル
発

刊
よ
り
山
中
み
さ
を
名
で
参

加
、
現
在
句
作
を
止
め
て
い

る
。
 

雅
号
 

岩
田
し
げ
み

（
重美
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
な
し
、
七
十
九
才
 

俳
歴
 
平

成
二
年
金
木
俳
句
会
入
会

他
短
歌
、
川
柳
も
作
っ
て
活

躍
中
で
す
。
 

雅
号
 

泉
谷
て
い
女

（
て
い
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
商
業
、
七
十
六
才
 

俳
歴
 
町
民
金

木
俳
句
大
会
に
入
賞

あ
り
他
俳
歴
な
し
、
川
柳
も

作
っ
て
活
躍
し
て
い
る
。
 

雅
号
 

小
山
内
ト
モ
子

（
ト
モ
子
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
、
四
十
九
 

才
 

俳
歴
 
な
し
 

⑥
満
天
の
虫
が
か
な
で
る
セ
レ
ナ
ー
デ
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り
 雅

号
 

葛
西
幸
子

（幸
子
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
平
成
四
年
金
木
第
一
保
育
所

を
定
年
退
職
、
六
十
四
才
 

俳
歴
 
平
成
二
年
金
木
俳
句
会
に

入

会
、
他
五
所
川
原
俳
句
会
、
 

万
緑
等
で
も
活
躍
中
で
す
。
 

⑥
妻
逝
き
て
三
十
史
や
花
の
墓
に
老
ゆ
 

雅
号
 

斉
藤
重
清
（
重
清
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
理
髪
業
、
七
十
七
才
 

俳
歴
 

戦
前
昭
和
十
八
年
「
鳴
子
」
 

に
斉
藤
呑
竜
の
名
で
参
加
、
 

そ
の
後
句
作
を
止
め
て
い
る
。
 

⑥
色
も
な
く
鳥
も
な
か
ざ
る
冬
木
立
 

雅
号
 

浜
田
春
嶺

（
君
春
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
昭
和
五
十
五

年
喜
良
市
小
学
校
教
頭
で
定

年
退
職
、
七
十
五
才
 

俳
歴
 
無
し
 

雅
号
 

山
中
朝
輝

（
朝
輝
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
建
設
業
、
六
十
八
才
 

俳
歴
 

戦
前
昭
和
十
八
年
「
鳴
子
」
 

に
山
中
雲
峰
の
名
で
参
加
、
 

そ
の
後
句
作
を
止
め
て
い
る
。
 

＠
鳥
渡
る
遠
嶺
は
彩
を
重
ね
け
 



特別寄贈 

川 

⑥
初
と
り
ゃ
背
戸
の
陽
筋
に
ひ
た
り
い
る
 

雅
号
 

山
中
牧
童

（
敏
一
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 
昭

和
四
十
一
年
蒔
田
小
学
校

教
頭
で
定
年
退
職
後
、
商
業

に
従
事
、
平
成
元
年
死
亡
、
 

亨
年
 
八
十
二
才
。
 

俳
歴
 

な
し
 

⑥
青
葉
み
ち
も
ど
れ
ば
郭
公
暗
い
て
い
る
 

雅
号
 

伊
藤
小
子
部
（
慶
三
郎
）
 

住
所
 

職
業
及
年
齢
 

昭
和
十
六
年

嘉
瀬
小
学
校

々
長
で
定
年
退

職
、
昭
和
三
十
六
年
死
亡
、
 

亨
年
 
七

十
三
才
。
 

俳
歴
 
な
し
 

尚
、
木
立
民
五
郎
氏
全
面
な
御
協
力
に
対
し
感
謝

の
意
を
表
す
る
た
め
句
碑
用
の

石
を
一
基
寄
贈
し
詩
文
を
左
記
に
書
い
て
頂
き
建
立
し
た
。
 

南
の
空
に
岩
木
の
山
を
眺
め
 

北
方
遥
か
に
権
現
の
崎
を
 

望
む
、

こ
こ
立
山
は
嘉
瀬
 

文
人
憩
の
丘
 

木
立
民

五
郎
 

会
 
員
 
募
 
集
 

ふ
る
さ
と
を
探

る
会

で
は
、
嘉
瀬

の
歴
史
を
探
り
、
調
査
記
録
し
、
 

次
代
に
遺
し

て
い
く
こ
と

を
目
的

に
活
動
し

て
い
ま
す
。
 

同
好
の
士
を

募
集
し

て
い
ま
す
。
 

お
問
い
合
せ
は
 
電
話
五
ニ

ー
二
八
一

一
番
へ
。
 

ふ
る
さ
と
を
探

る
会
 

-72一 

(
 

  

柳
に
と

り

つ
か
れ

て
 

金
木
町
 
櫛
 

弓
 
八

千
代
 

私
が
川
柳
と
出
会
っ

た
の
は

五
年
前
今
で
は
私
の
脳
の
半
分
は
川
柳
で
し
め
ら
れ

て
い
る
と
い
っ

て
も
過
言
で

は
な
い
。
 

昨
年
五
月
逝
去
さ
れ
た
花
田
一
氏
に
よ
っ
て
川
柳
講
座
が
開
か
れ
た
。
俳
句
会
や
、
 

短
歌
会
は
古
く
か
ら
あ
り
金
木
町
に

も
川
柳
を
植
え
つ
け
た
い
と
い
う
念
か
ら
北
野

岸
柳
氏
を
講
師
に
約
一
年
半
ば

か
り
私
達
は
手
ほ
ど
き
を
受
け

る
こ
と
に
な
っ
た
の

で
す
。
 又
、
五
所
川
原
岩

木
吟
社
の
代
表
菊
地
ふ
み
を
さ
ん
ら
に
も
指
導
の
協
力
を

し
て
も
ら
い
、
ど
う
や
ら
さ
ま
に
な
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ

で
す
。
 

花
田
氏
と
岸
柳
氏
の
父
親
が
若
い
頃
に
、
同
じ
学
校
で
教
鞭
を
と
っ

て
い
た
と
い

う
縁
で
私
達
に
と
っ
て
は
大
へ
ん
幸
運
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
す
。
 

明
け
て
も
暮
れ
て
も
川
柳
と
い

う
こ
と
に
は
い
か
ず
農
業
を
す
る
私
は
畑
や
田
ん

ぼ
に
行
く
と
き
も
メ
モ
帳
を

ポ
ケ
ッ
ト
に
持
ち
歩
く
よ
う
に
し

て
、
い
つ
で
も
、
き

ず
い
た
こ
と
、
ひ
ら
め
い
た
こ
と
は
す
ぐ
メ
モ
を
し
な
け
れ
ば
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

農
家
に
嫁
い

で
三
十
数
年
世
の
中
は
変
っ
た
と
い
っ
て
も
 
ま
だ
ま
だ
津
軽
特
有

の
農
家
の
家
風
が
い
つ
も
私
を
支
配
し
て
お
り
ま
し
た

o
 

そ
ん
な
中
か
ら
私
の
川
柳
は
生
れ

て
お
り
句
の
中
に
男
と
女
、

父
と
母
を
そ
し
て

自
分

の
思
い
を
五
七
五
に
綴
る
こ

と
が
出
来
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す

o
 

母
い

つ
も
な
に
か
縫
っ

て
た
夜
な
べ
の
灯
 
 

悦
惚
も
な
み
だ
も
硫
い
た
母
の
櫛
 

幼
い
頃
み
た
母
の
背
家
族
が
寝
し
ず
ま
っ
た
居
間
の
裸
電
気
の
下
で
母
は
い
つ
も
 

縫
い
も

の
を
し
て
い
た
。
そ
し
て
母
の
鏡
台
の
引
き
だ
し
に
入
っ
て
い
た
櫛
。
 母
も
 

女
、
妻
ゆ
え
涙
し
た
と
き
も
硫
い
た
で
あ
ろ
う
。
 

雪
原
野
風
が
な
ぞ
れ
ば

父
の
顔
 

汗
し
み
た
父
が
は
な
さ
ぬ
腰
手
拭
い
 

南
黒
地
区

（
温湯
）
か
ら
嫁
い
だ
私
に
と
っ
て
金
木
地
区
の
冬
の
寒
さ
は
大

へ
ん
 

厳
し
い
。
中
で
も
平
成
五
年
は
大
凶
作
に
見
ま
わ
れ
男
達
は
寒
さ
に
身
を
さ
ら
し

雪
 

原
に
た
っ
て
土
木
作
業
に
雇
わ
れ
た
。
 

特
に
こ
の
冬
は
地
吹
雪
が
す
ご
か
っ
た
の
で
す
。
 

そ
の
時
に
生
れ
た
句
で
す
。
そ
の
翌
年
は
大
豊
作
と
な
り
暑
い
暑
い
夏
で
、
私
達
 

が
ま
だ
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
夏
で
各
地
で
水
不
足
に
な
っ
た
年
で
す
。
 

午
前
二
時
男
の
嘘
が
太
り
出
す
 

ま
な
ざ
し
の
奥
で
男
の
骨
を
抜
き
 

首
ひ
と
つ
男
は
人
生
ぷ
ら
さ
げ
る
 

生
き
ざ
ま
を
洗
う
男
に
冬
の
雨
 

じ
っ
く
り
と
男
を
料
理
し
て
見
ま
し
た
ら
出
た
句
で
す
。
私
は
農
を
す

る
も
の
、
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や
は
り
労
働
の
中
か
ら
生
れ
る
も
の
が
多
い
で
す
。
 

し
た
た
か
に
生
き
た
農
夫
の
力
こ
ぷ
 

よ
わ
ね
な
ど
吐
か
ぬ
男
の
太
い
眉
 

黄
金
波
信
じ
て
父
は
泥
を
掻
く
 

天
職
を
誓
う
野
良
着
の
汗
洗
う
 

ひ
と
握
り
の
土
さ
え
迷
う
嫁
の
地
位
 

北
国
の
冬
の
訪
れ
は
早
く
一
年
の
う
ち
五
カ
月
は
雪
と
つ
き
あ
わ
な
く
て
は
な
ら
 

ず
、
春
も
又
遅
い
。
 

ま
だ
燃
え
る
命
を
つ
っ
む
雪
に
な
る
 

冬
の
灯
が
暮
ら
し
に
溶
け
る
に
ど
り
酒
 

雪
に
慣
れ
ゆ
き
に
埋
れ
て
過
疎
暮
れ
る
 

望
み
ま
だ
捨
て
切
れ
ぬ
道
雪
明
り
 

女
を
テ
ー
マ
に
す
る
と
い
う

こ
と
は
、
妻
、
娘
、
母
、
お
ん
な
、
と
て
も
広
い
分
 

野
で
あ
る

o
 
そ
し
て
ま
た
私
の
人
生
の
中
を
晒
け
だ
す
こ
と
で
も
あ
り
、
女
と
し
て
 

の
願
望
で
も
あ
る
、
 自
分
が
な
し
え
な
い
こ
と
を
句
に
よ
っ
て
女
を
つ
く
る
楽
し
み
 

が
あ
る
の
で
す
。
 

確
か
め
て
握
っ
た
は
ず
の
愛
こ
ぼ
れ
 

身
の
上
を
語
る
女
の
重
い
ロ
 

さ
り
げ
な
い
誘
い
に
の
っ
て
拾
う
罪
 

修
羅
場
ふ
む
女
の
足
が
細
す
ぎ
る
 

ほ
た
る
火
を
抱
い
た
女
の
白
い
足
袋
 

落
椿
断
た
ね
ば
な
ら
ぬ
粋
か
も
 

し
が
ら
み
が
こ
ん
な
に
重
い
荷
を
担
ぐ
 

た
た
ね
ば
と
思
う
し
が
ら
み
ま
だ
断
て
ず
 
 

句
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
楽
し
さ
と
明
日
へ
の
夢
が
ひ
ろ
が
る
こ
と
に
私
の
人
 

生
に
潤
い
を
み
い
だ
し
ま
し
た
。
 

平
成
八
年
三
月
二
十
九
日
 

津
軽
弁
、
嘉
瀬
の
小
話
集
 

⑦
 
「
ム
ン
ツ
ケ
ラ
」
は
な
い
 

村
の
中
学
生
た
ち
が
、
東
京
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
上
野
駅
近
く
の
稲

「
 

穂
旅
館
で
一
夜
を
過
し
た
生
徒
た
ち
は
、
早
朝
観
光
バ
ス
で
都
内
見
学
と
い
う
」
 

の
で
、
玄
関
前
に
集
ま
っ
た
。
 

」
 

と
、
 深
見
ユ
キ
が
 「
あ
っ」
 
と
叫ん
だ
。
 二
階
の
部
屋
に
、
 ハ
ソ
ド
バ
ッ
ク
に
」
 

入
れ
た
財
布
を
忘
れ
て
き
た
の
で
す
。
 

」
 

「
女
中
さ
ん
、
部
屋
サ
、
 忘
れ
物
し
て
き
た
ん
じ
。
す
み
ま
せ
ん
け
ど
、

ハ
ソ
 
「
 

ド
，

ハ
 
ッ
ク
、
 

 
ム
ン
ツ
ケ
ラ
、
 持

っ
て
き
て
ケ
レ
」
 
と頼
ん
だ
。
 

女
中
は
小
走
り
に
階
段
を
上
っ
て
い
き
、
し
ば
ら
く
し
て
青
ざ
め
た
顔
で
降
り
」
 

て
く
る
な
り
、
 

「
ハ
ソ
ド
バ
ッ
ク
は
あ
り
ま
し
た
が
、
 ム
ン
ツ
ケ
ラ
は
い
く
ら
捜
し
て
も
、
あ
 

り
ま
せ
ん
」
 

う
ち
わ
 
う
つ

わ
 

⑧
 
「
団
扇
」
と
「
器
」
 

今
年
六
月
、
村
の
中
学
校
生
徒
た
ち
が
、
東
京
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
 

た
。
 

旅
館
の
二
階
は
と
て
も
暑
く
、
生
徒
た
ち
は
女
中
さ
ん
に
 

「
う
つ
わ
コ
、
貸
し
て
ケ
レ
」
と
頼
み
ま
し
た
。
 

女
中
さ
ん
が
「
ハ
イ
ッ
」
 
と持
っ
て
き
た
の
は
、
大
き
な
ど
ん
ぷ
り
で
し
た
。
 

生
徒
た
ち
、
顔
を
見
合
わ
せ
、
 「
コ
レ
、
 ナ
ニ
ス
ソ
ダ
べ
」
 
と
ア
ッケ
ラ
ポ
ソ
 

（
木村
）
 

h
 

留
皿
 

森
田
仙
猿
仙遭
難
剛
顛
m」杏
記
 須

 
崎
 
正
 
敏
 

み
ず
 

山
の
猿
で
す
。
 山
か
ら
下
り
て
来
た
猿
で
す
と
自
か
ら
自
分
に
も
云
え
聞
か
せ
て

い
る
私
で
す
。
 

小
学
校
を
卒
業
し
て
山
の
仕
事
に
出
て
か
ら
結
局
は
生
涯
山
で
の
生
活
で
終
る
こ

と
に
な
る
。
 

職
場
は
国
有
林
で
、
 
『
小
田
川
担
当
区
』
内
で
の
造
林
保
育
の
作
業
で
あ
る
。
当

時
の
 
『主
任
』
山
の
ダ
ソ
ナ
様
と
云
っ
た
。
人
は
歴
代
第
十
八
代
。
 『
昭
和
十
一
年
 

ー
昭
和
十
五
年
』
鈴
木
彦
三
郎
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
数
え
て
歴
代
第
三
十
代
目
、
 「
昭

和
五
十
九
年
」
蒔
苗
猛
次
さ
ん
ま
で
息
の
長
い
山
で
の
年
月
で
あ
っ
た
。
 

「
日
雇
作
業
員
」
 
か
ら
「
月
雇
作
業
員
」
に
念
願
だ
っ
た
「
定
期
作
業
員
」
に
な

る
。
そ
の
間
安
全
委
員
も
何
度
か
務
め
、
警
察
署
と
営
林
署
と
の
合
同
避
難
訓
練
に

も
参
加
も
し
、
ま
た
実
際
山
に
迷
い
込
ん
だ
人
を
探
す
の
に
警
察
署
の
方
を
案
内
し

た
こ
と
も
二
度
あ
っ
た
。
 

山
好
き
の
弟
が
近
年
山
に
は
足
を
向
け
ず
海
釦
り
に
ば
か
り
舞
っ
て
い
る
の
だ
が

或
る
日
家
に
舞
茸
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。
今
年
は
山
の
キ
ノ
コ
も
豊
作
で
あ
る

と
の
こ
と
。
そ
れ
で
は
私
も
と
、
 
そ
の
日
は
稲
の
朝
仕
事
を
終
っ
て
か
ら
、
家
内

は
忙
し
い
か
ら
山
行
き
に
反
対
し
た
の
だ
が
私
は
こ
の
時
期
を
逃
し
て
は
な
ら
じ
と

舞
茸
採
り
に
出
る
こ
と
に
決
め
た
。
 

自
分
で
『
に
ぎ
り
飯
』
を
作
り
時
計
の
針
は
も
う
十
時
を
廻
っ
て
い
る
。
 

山
に
入
る
の
に
飯
詰
か
ら
の
青
五
線
か
、
ま
た
は
喜
良
市
か
ら
の
鹿
の
子
線
通
り
に

す
る
か
思
い
迷
っ
た
が
近
い
方
の
鹿
の
子
線
に
決
め
た
。
 

出
発
時
は
も
う
十
一
時
で
あ
る
。
こ
の
日
の
装
備
は
に
ぎ
り
飯
三
コ
 
「三
食
分
六
 

「
タ
バ
コ
二
箱
」
 
タ
バ
コ
は露
や
雨
で
濡
れ
る
か
ら

「
ラ
イ
タ
ー
四

コ
」
、
 蚊
取
線

香
吊
り
下
容
器
で

「
ー
コ」
、
 「
鈍
」
、
刃
渡
り
三
十
セ
ン
チ
の
 
「手
鋸
」
、
 ロ
ー
プ

は
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
枝
や
小
木
の
皮
で
作
れ
る
の
で
、
不
用
、
台
風
二
十
六
号
の
北
上

で
『
降
電
』
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
予
報
で
冬
物
の
肌
着
も
着
る
、
 合
羽
ズ
ボ

ソ
持
つ
こ
と
に
し
た
。
 

途
中
落
葉
を
拾
っ
た
り
し
て
郡
界
に
着
く
、
車
の
前
後
に
車
止
め
を
し
て
山
に
入

る
の
だ
が
こ
の
道
十
五
年
も
ニ
十
年
近
く
も
な
る
か
、
自
衛
隊
が
昔
か
ら
の
郡
界
歩

道
よ
り
楽
に
歩
け
る
新
ら
し
い
歩
道
を
造
設
し
た
、
こ
の
歩
道
は
遊
歩
道
と
し
て
も

利
用
出
来
る
。
 こ
の
道
に
入
る
や
正
午
の
サ
イ
レ
ソ
を
耳
に
す
る
。
 

ま
だ
多
々
良
沢
で
営
林
署
で
云
う
二
十
林
班
で
あ
る
。
 そ
の
場
で
昼
食
に
す
る
。
 

ク
サ
ギ
の
締
麗
な
結
実
を
見
て
秋
だ
な
あ
ー
と
季
節
を
感
ず
る
。
こ
の
 
「
クサ
ギ
」
 

の
生
え
る
と
こ
ろ
「
ス
ギ
」
植
林
の
指
標
木
で
あ
る
こ
と
を
想
い
出
す
。
 昼
食
十
五

分
南
を
目
指
し
て
前
を
進
め
る
。
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み
ず

山
の
猿
で
す
。
山
か
ら
下
り
て
来
た
猿
で
す
と
自
か
ら
自
分
に
も
云
え
聞
か
せ
て

い
る
私
で
す
。

小
学
校
を
卒
業
し
て
山
の
仕
事
に
出
て
か
ら
結
局
は
生
涯
山
で
の
生
活
で
終
る
こ

と
に
な
る
。

職
場
は
国
有
林
で
、
『
小
田
川
担
当
区
』
内
で
の
造
林
保
育
の
作
業
で
あ
る
。
当

時
の
『
主
任
』
山
の
ダ
ソ
ナ
様
と
云
っ
た
。
人
は
歴
代
第
十
八
代
。
『
昭
和
十
一
年

ｌ
昭
和
十
五
年
』
鈴
木
彦
三
郎
さ
ん
。
そ
れ
か
ら
数
え
て
歴
代
第
三
十
代
目
、
「
昭

和
五
十
九
年
」
蒔
苗
猛
次
さ
ん
ま
で
息
の
長
い
山
で
の
年
月
で
あ
っ
た
。

「
日
雇
作
業
員
」
か
ら
「
月
雇
作
業
員
」
に
念
願
だ
っ
た
「
定
期
作
業
員
」
に
な

る
。
そ
の
間
安
全
委
員
も
何
度
か
務
め
、
警
察
署
と
営
林
署
と
の
合
同
避
難
訓
練
に

も
参
加
も
し
、
ま
た
実
際
山
に
迷
い
込
ん
だ
人
を
探
す
の
に
警
察
署
の
方
を
案
内
し

た
こ
と
も
二
度
あ
っ
た
。

づ

一
』

山
好
き
の
弟
が
近
年
山
に
は
足
を
向
け
ず
海
釣
り
に
ぱ
か
り
凝
っ
て
い
る
の
だ
が

或
る
日
家
に
舞
茸
を
持
っ
て
来
て
く
れ
た
。
今
年
は
山
の
キ
ノ
コ
も
豊
作
で
あ
る

と
の
こ
と
。
そ
れ
で
は
私
も
と
、
そ
の
日
は
稲
の
朝
仕
事
を
終
っ
て
か
ら
、
家
内

は
忙
し
い
か
ら
山
行
き
に
反
対
し
た
の
だ
が
私
は
こ
の
時
期
を
逃
し
て
は
な
ら
じ
と

舞
茸
採
り
に
出
る
こ
と
に
決
め
た
。

天
職
を
誓
う
野
良
着
の
汗
洗
う

ひ
と
握
り
の
士
さ
え
迷
う
嫁
の
地
位

北
国
の
冬
の
訪
れ
は
早
く
一
年
の
う
ち
五
ヵ
月
は
雪
と
つ
き
あ
わ
な
く
て
は
な
ら

ず
、
春
も
又
遅
い
。

ま
だ
燃
え
る
命
を
つ
つ
む
雪
に
な
る

冬
の
灯
が
暮
ら
し
に
溶
け
る
に
ご
り
酒

雪
に
慣
れ
ゆ
き
に
埋
れ
て
過
疎
暮
れ
る

望
み
ま
だ
捨
て
切
れ
ぬ
道
雪
明
り

女
を
テ
ー
マ
に
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
妻
、
娘
、
母
、
お
ん
な
、
と
て
も
広
い
分

野
で
あ
る
。
そ
し
て
ま
た
私
の
人
生
の
中
を
晒
け
だ
す
こ
と
で
も
あ
り
、
女
と
し
て

の
願
望
で
も
あ
る
、
自
分
が
な
し
え
な
い
こ
と
を
句
に
よ
っ
て
女
を
つ
く
る
楽
し
み

が
あ
る
の
で
す
。

確
か
め
て
握
っ
た
は
ず
の
愛
こ
ぼ
れ

身
の
上
を
語
る
女
の
重
い
口

さ
り
げ
な
い
誘
い
に
の
っ
て
拾
う
罪

修
羅
場
ふ
む
女
の
足
が
細
す
ぎ
る

ほ
た
る
火
を
抱
い
た
女
の
白
い
足
袋

落
椿
断
た
ね
ば
な
ら
ぬ
絆
か
も

し
が
ら
み
が
こ
ん
な
に
重
い
荷
を
担
ぐ

た
た
れ
ば
と
思
う
し
が
ら
み
ま
だ
断
て
ず

●

や
は
り
労
働
の
中
か
ら
生
れ
る
も
の
が
多
い
で
す
。

し
た
た
か
に
生
き
た
農
夫
の
力
こ
ぶ

よ
わ
れ
な
ど
吐
か
ぬ
男
の
太
い
眉

黄
金
波
信
じ
て
父
は
泥
を
掻
く

《

■
呂
二
舌
再
二
一
三
三
一
三
二
口
舌
二
三
二
一
言
』
一
二
三
幸
二
三
画
二
』
画
』
二
再
三
三
・
三
二
一
三
冒
呂
》
二
一
呂
三
二
二
三
三
言
二
二
二
二
三
辱
車
画
一
』
辱
』
ロ
二
重
一
一
一
二
口
三
■９

１

１

１

叩
津
軽
弁
、
嘉
瀬
の
小
話
集
州

８

０

０

１

１０

１
、
１
Ｊ
ノ
６

「
ム
ン
ッ
ケ
ラ
」
は
な
い
皿

０
７
Ｊ

１

０
ノ
Ｊ
１
、
０

００

８

０

ｍ
村
の
中
学
生
た
ち
が
、
東
京
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
た
。
上
野
駅
近
く
の
稲
川

Ｈ

Ｏ

Ｏ

１

皿
穂
旅
館
で
一
夜
を
過
し
た
生
徒
た
ち
は
、
早
朝
観
光
↓
ハ
ス
で
都
内
見
学
と
い
う
ＭⅡＩ

Ｏ

ｍ
の
で
、
玄
関
前
に
集
ま
っ
た
。
”

０

９１１

０

１

０

ｍ
と
、
深
見
ユ
キ
が
「
あ
つ
」
と
叫
ん
だ
。
二
階
の
部
屋
に
、
ハ
ソ
ド
・
ハ
ッ
ク
に
、

ｌ

Ⅲ
入
れ
た
財
布
を
忘
れ
て
き
た
の
で
す
。
、

０

８Ⅱ

０

０

８

「
女
中
さ
ん
、
部
屋
サ
、
忘
れ
物
し
て
き
た
ん
じ
。
す
み
ま
せ
ん
け
ど
、
ハ
ソ
Ⅲ

Ｉ１

１

０

１

０

ド
◆
ハ
ッ
ク
、
ム
ソ
ッ
ケ
ラ
、
持
っ
て
き
て
ケ
レ
」
と
頼
ん
だ
。
叩

Ⅱ８

０

８

０

１

１

８

皿
女
中
は
小
走
り
に
階
段
を
上
っ
て
い
き
、
し
ば
ら
く
し
て
青
ざ
め
た
顔
で
降
り
叩■０

１

ｍ
て
く
る
な
り
、
‐

Ｉ

ＯＯⅡ

０

０

「
ハ
ン
ド
◆
ハ
ッ
ク
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ム
ソ
ヅ
ヶ
ラ
は
い
く
ら
捜
し
て
も
、
あ
叩

ＩＯＩ

Ｉ

１

１

１

り
ま
せ
ん
」
皿

００００

１

Ｉ

ｌ

Ｏ

う
ち
わ
う
つ
わ
、

ＯＢ

「
団
扇
」
と
「
器
」
Ⅱ

Ⅱ
、
１
１
／

Ｉ
《
ｘ
Ｕ

Ｉ■０
ノ
Ｊ
１
、

Ｉ９

Ｈ

Ｉ

ｍ
今
年
六
月
、
村
の
中
学
校
生
徒
た
ち
が
、
東
京
方
面
へ
修
学
旅
行
に
行
き
ま
し
叩

ｌ

Ⅱ８

０

』
】
○
Ⅲ

Ⅱ

叩
十
八
叩

０

９

Ⅲ
旅
館
の
二
階
は
と
て
も
暑
く
、
生
徒
た
ち
は
女
中
さ
ん
に
Ⅲ

０

１０

「
う
つ
わ
。
、
貸
し
て
ケ
レ
」
と
頼
み
ま
し
た
。
”

８００

０

１

０

１

１

皿
女
中
さ
ん
が
「
ハ
イ
ツ
」
と
持
っ
て
き
た
の
は
、
大
き
な
ど
ん
ぶ
り
で
し
た
。
叩

０

０１１

皿
生
徒
た
ち
、
顔
を
見
合
わ
せ
、
‘

８

「
コ
レ
、
ナ
ニ
ス
ソ
ダ
ベ
」
と
ア
ッ
ケ
ラ
ポ
ソ
叩００

（
木
村
）
１

０１１１１１

０

０

１

■
二
二
二
三
三
二
筥
呂
二
三
二
胃
三
二
三
旨
三
三
冨
二
三
二
言
目
三
一
二
目
二
三
二
言
二
二
一
三
目
一
二
二
三
二
一
三
二
弓
二
二
呂
呂
呂
二
室
二
・
二
三
■

１

自
分
で
『
に
ぎ
り
飯
』
を
作
り
時
計
の
針
は
も
う
十
時
を
廻
っ
て
い
る
。

山
に
入
る
の
に
飯
詰
か
ら
の
青
五
線
か
、
ま
た
は
喜
良
市
か
ら
の
鹿
の
子
線
通
り
に

す
る
か
思
い
迷
っ
た
が
近
い
方
の
鹿
の
子
線
に
決
め
た
。

出
発
時
は
も
う
十
一
時
で
あ
る
。
こ
の
日
の
装
備
は
に
ぎ
り
飯
三
コ
「
三
食
分
」
、

「
タ
・
ハ
コ
ニ
箱
」
タ
ー
ハ
コ
は
露
や
雨
で
濡
れ
る
か
ら
「
ラ
イ
タ
ー
四
コ
」
、
蚊
取
線

香
吊
り
下
容
器
で
．
ご
、
「
鉈
」
、
刃
渡
り
三
十
セ
ン
チ
の
「
手
鋸
」
、
ロ
ー
プ

は
サ
ワ
グ
ル
ミ
の
枝
や
小
木
の
皮
で
作
れ
る
の
で
、
不
用
、
台
風
二
十
六
号
の
北
上

で
『
降
電
』
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
と
の
予
報
で
冬
物
の
肌
着
も
着
る
、
合
羽
ズ
ポ

ソ
持
つ
こ
と
に
し
た
。

途
中
落
葉
を
拾
っ
た
り
し
て
郡
界
に
着
く
、
車
の
前
後
に
車
止
め
を
し
て
山
に
入

る
の
だ
が
こ
の
道
十
五
年
も
二
十
年
近
く
も
な
る
か
、
自
衛
隊
が
昔
か
ら
の
郡
界
歩

道
よ
り
楽
に
歩
け
る
新
ら
し
い
歩
道
を
造
設
し
た
、
こ
の
歩
道
は
遊
歩
道
と
し
て
も

利
用
出
来
る
。
こ
の
道
に
入
る
や
正
午
の
サ
イ
レ
ソ
を
耳
に
す
る
。

ま
だ
多
々
良
沢
で
営
林
署
で
云
う
二
十
林
班
で
あ
る
。
そ
の
場
で
昼
食
に
す
る
。

ク
サ
ギ
の
綺
麗
な
結
実
を
見
て
秋
だ
な
あ
Ｉ
と
季
節
を
感
ず
る
。
こ
の
「
ク
サ
ギ
」

の
生
え
る
と
こ
ろ
「
ス
ギ
」
植
林
の
指
標
木
で
あ
る
こ
と
を
想
い
出
す
。
昼
食
十
五

分
南
を
目
指
し
て
前
を
進
め
る
。

句
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
楽
し
さ
と
明
日
へ
の
夢
が
ひ
ろ
が
る
こ
と
に
私
の
人

生
に
潤
い
を
み
い
だ
し
ま
し
た
。

平
成
八
年
三
月
二
十
九
日

ゆ、

’

旬戸

一／、－ －74－

、



小
田
川
担
当
区

域
は
北
は
鹿
の
子
の
高

橋
沢
か
ら

南
は
東
嘉
瀬
山
、

水
ケ
沢
の
 

「
魔
の
岳
」
指
標
四
百
七
十
四
米
、

こ
の
山
は
小
田
川
の
源
に
な
る
こ
の
頂
上
青
森

・

五
所
川
原
・
金
木

・
三
ッ
の
境
界
に

な
る
。
 ま
た
金
木
営
林
署

の
第
一
林
班
は
こ
の

地
か
ら
始
ま
る
。
 こ
の
山
の
下
の
 
「空
沼
」
青
五
線
か
ら
鹿
の
子
迄
七
キ
ロ
と
記
憶

し
て
い
る
。
小
田
川
山
に
縦
横
に
走
る
歩

道
は
三
十
八
線
あ
っ

て
一
番
長
い
歩
道
で

八
キ
ロ
あ
る
。
 

鹿
の
子
か
ら

空
沼
迄
の
中
間
ぐ

ら
い
の
目
的
地
だ
か
ら
大
変
な
距
離
で
は
な
い
。
 

こ
の
地
に
は
こ
こ
十
年
ぐ
ら
い
歩
い
て
い
な
い
。
山
の
様
子
は
十
年
前
と
か
な
り
変
っ

て
い
る
が
途
中
を
懐
か
し

み
な
が
ら
目
的
地
に
着
く
。
青
森
営
林
署

の
『
白
滝
の
沢
』
 

で
あ
る
o
 こ
の
沢
の
源
は
奥
内
の
岳
で
源
八
森

指
標
三
百
五
十
三
米
、

三
角
点
の
あ

る
山
を
並
ん
で
い

る
。
 目
的
の
舞
茸
木
は
十
三
林
班
、

猫
右
工
門

沢
あ
た
り
に
な
る
。
 

舞
茸
木
は
「

コ
ナ
ラ
」
 
の
大
木
で
数
米
は
な
れ
て
二
本
な
ら

ん
で
い
る
。
ニ
本
と
も

生
え
な
い
の
か
、
 ま
た
は
採
ら
れ
た
も

の
か
今
日
の
舞
茸

採
り
は
空
振
り
で
あ
る
。
 

舞
茸
採
り
は
絶
対

足
跡
を
残
さ

な
い
。
 そ
の
木
ま
で
行
く
の
に
わ
ざ

わ
ざ
遠
廻
り
し

て
帰
り
は
後
去
り
で
足
跡
を

落
葉
で
消
し
て
去
る
の
だ
。
 
「
ふ
と
」
沢
の
方
を
見

る

と
一
米
近
く
も
あ
ろ
う
か
と
見
え

る
ミ
ズ

（
ウ
ワ
バ
ミ
ソ
ウ
）
が
生
え

て
い
る
。
 ほ

か
に
も
舞
茸
の
木
は
あ

る
の
だ
が
見

廻
る
時
間
が
な
い
。
 
空
荷
で

帰
る
よ
り
も

と
 

「
ミ
ズ
」
採
り
に

か
か
る
。
 

こ
の
ミ
ズ
も
季
節
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
 ハ
ナ
イ
カ
ダ

の
よ
う
に
葉
の
上
に
花
を

乗
せ
て
秋
に
は
小
さ
な
実
を
結
ぷ
。
 
こ
の
実
を
干
し

て
冬
播
り
鉢
で
ト

ロ
ロ
汁
を
作

る
と
、
播
り
粉
木
で

播
り
鉢
が
持
ち
上
る
程
粘
り
が
強
い
と
同
僚
の
小

野
祐
二
さ
ん

が
教
え

て
く
れ
た
も

の
だ
。
 私
は
ま
だ
食
べ
て
い
な
い
ミ
ズ
採
り
終
っ
て
も
タ
方
五

時
に
は
家
に
帰
り
着
け

る
。
 

途
中
、
 
「
叱
勢
」
 
を採
っ
た
り
道
草
を
喰
い
な
が
ら

帰
る
o
台
風
の
影
響
だ

ろ
う
 

《”、 

肌
は
シ

ラ
ス
の
真
白
に
美
し

い
岩
肌
を
表
し
て
い
る
。
 郡
界
歩
道
の
金
兵
衛
沢
辺
り

に
も
と
の
連
絡
船
の
無
線
の
反
射
板
が
あ
っ

て
、
そ
の
沢
を
少
し

下
る
と
こ
の
滝
が

あ
る
。
 こ
の
沢
を
下
る
と
青
森
の
「

自
然
休
養
林
」
 
にな
っ
て
い
る
眺
望
山
の
高
床

式
の
山
小
屋
風
の
管
理
事
ム
所
あ
た
り
に

出
る
。
 こ
こ
で
白
滝

の
沢
は
砂
川
と
合
流
 

ふ
ち
 

し
て
奥
内
に
出
る
。
 こ
の
沢
は
清
流

で
イ
ワ
ナ
が
大
き
な
淵
に
大
き
な
「
イ
ワ
ナ
」
、
 

そ
の
大
き
さ
の
順
に
、

イ
ワ
ナ
が
棲
ん
で

い
る
。
 

こ
の
管
理
事

ム
所
か
ら
車
道
を
上
り
坂
な
が
ら
行
く
と
郡
界
の
自
分
の
車
に
行
き

着
け
る
。
 

そ
う
思
っ
て
白
滝
沢
の
方
に
下
り
て
見
る
。
山
の
斜
面
は
だ
ん
だ
ん
急
に
な
っ
て

来
る
。
 
「待
て
よ
」
白
滝
は
枝
沢
に
な
る
小
沢
で
も
ー

つ
二
つ
滝
が
あ
っ
た
り
す
る
。
 

こ
の
暗
闇
で
は
危
険
こ
の

上
な
い
こ
と
だ
。
 

引
返
す
こ

と
に
す
る
。
 今
度
は
急
斜
面
を
登
る
の
だ
か
ら

下
り
の
数
倍
の
時
間
が

か
か
る
。
顔
を
立
木
に
衝
突
す
る
迄
見
え
な
い
闇
で
あ
、
る
。
 
こ
ん
な
と
き
煙
草
火
で

も
か
す
か
な
が
ら
も
明
り
が
得
ら
れ
る
次
々
煙
草
に
火
を
移
し

て
歩
く
。
 

尾
峰
に
上
る
と
風
は
強
く
な
る
ぱ
か
り
、
立
木
の
折
れ
る
不
気

味
な
音
を

二
度
一11
 

度
聞

い
た
。
 

同
じ
道
を
行
き

つ
戻
り
つ
疲
れ
る
と
土

の
上
で
も
草
の
上
で
も
そ
の
場
に
坐
っ
て
休

む
。
 こ
ん
な
時
合
羽
ズ
ポ
ソ
が
役
立
つ
。
 煙
草
は
つ

い
に
品
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 

右
に
東
郡
の
灯
、
左
に
は
北
郡
の
灯
が

遠
く
に
ま
た
た
い
て
い
て
美
し
い
。
 こ
ん
な

に
も
灯
が
美
し

い
と
思
っ

た
の
も
初
め
て
で
あ
る
。
 

尾
嶺
か
ら
は
一
族
遠
く
秋
と
も
し
 

と
も
し
 

秋
灯
里
は
締
羅
々
の
尾
嶺

に
停
つ
 

や
が
て
東
の
空
が
白
み
初
め
夜
明
け

を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
そ
ん
な
に
長
い
夜
 

に
は
思
い
な
か
っ
た
。
 
 

東
か
ら

の
風
が
強
く
な
る
。
曲
師
沢
の
右
股
と
左
股
の
合

峰
あ
た
り
で
木
材
運
搬
の

新
ら
し

い
プ
ル
の
道
に
な
る
。
気
に
止

め
る
こ
と
も
な

く
そ
の
道
を
行
く
と
行
き
止

り
で
あ
る
。
 い
ぷ
か
り
な
が
ら
も
引
返
す
し

か
な
い
。
 

こ
の
道
か
な
り
後
方
に
も
ど
っ

て
郡
界
歩
道
ら
し

き
を
探
し
て
歩
く
の
だ
が

そ
ん
な

道
が
他
に
も

あ
り
そ
の
道
に
入
っ
て
見
て
も
ま
た
行
き
止
り

で
あ
る
。
 そ
ん
な
道
探

し
を
し
て
い
る
う
ち
日
暮
れ
も
近
く
な
っ

て
来
る
。
 つ
る
べ
落
し
の
秋
の
陽
は
暮
色

も
濃
く
な
っ
て
来
る
。
気
は
あ
せ
る
ば
か
り
、
月
や
星
明
り
を

期
待
し
た
が
、

つ
い

に
は
暗
闇
に
な
っ
て
し
ま
う
。
 

風
は
ヤ

マ
セ
風
な
が
ら
冷
た
く
な
い
。
 『
フ
ク
ダ
雲
』
も
か
か
ら

な
い
し
、
蚊
も

出
て
来
な
い
。
 ラ
ジ
オ
は
台
風
が
能
登
半
島
か
ら
日
本
海
に
出
て
北
上
し

て
い
る
様

子
を
報
じ

て
い
る
。
風
が
強
い
の
で
焚
火
も
出
来
な
い
。
昔
冬
山
で
あ

る
が
、

マ
タ

ギ
で
さ
い
こ
の
山
で
避
難
死
亡
し

た
と
古
老
か
ら
聞
い
た
も
の
だ
。
 山
は
真

の
闇
に

な
っ
て
し
ま
う
。
 

か
 
ぜ
 

一
句
 
山
神
の
怒
声
闇
よ
り
台
風

荒
ら
し
 

た
ち
 

坐
っ
て
い
た
り
横
に
な
る
と
眠
く
な
る
性

の
私
だ
か
ら
眠
ら
な
い
た
め
に

は
歩
く

こ
と
だ
。
先
づ
疲
れ
な
い
こ
と
眠
ら

な
い
こ
と
。
 こ
れ
は
山
の
鉄
則
だ
と
思
っ

て
い
 

と
が
 

る
。
先
づ
杖
を
作
る
こ
と
に
し

た
杖
の
先
を
削
っ

て
先
を
尖
ら
す
。
闇
を
歩
い

て
道
 

を
外
れ
る
と
土
が

や
わ
ら
か
く
て
先
が
刺
っ

て
判
る
の
だ
。
 

道
を
失
っ
た
場
所
を
本
処
地
に
行
き

つ
戻
り
つ
同
じ
道
を
何
度
歩
い
た

こ
と
か
。
 

つ
 

だ
ま
 

迷
信
だ
ろ
う
が
夜
中
食
べ

物
を
持
ち
歩
く
と
「

け
も
の
」
が
愚

い
て
編
し
た
り
す
る
 

と
聞
い
て
る
も
の
だ
か
ら
。
 夜
中
残
り
ニ

コ
の
に
ぎ
り
飯
ー
コ
食
べ
、
 
ー
コ
は
焼
魚
 

と
出
来
る
だ
け
遠

く
投
げ
捨
て
る
。
 

も
の
、
化
が
恐
い
て
か
道
は
背
の
夜
寒
 

白
滝
の
沢
に
は
細
い
滝
で
は
あ

る
が
か
な
り
高
さ
の
滝
が
あ
っ

て
こ
の
一
帯
の
岩
 

へ
 

ぴ
 

道
筋
も
見
え
は
じ
め
て
来
る
。
 パ
ラ
パ
ラ
雨
が
降
り
出
し
て
来
た
。
大
き
な
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
っ
て
い
る
か
ら
防
水
布
の
袋
を
頭
に

乗
せ
て
い
れ
ば
雨
は
防
げ
る
の
だ
が

道
を
探
さ
な
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
歩
き
続
け
た
も
の
だ
か
ら
腕
か
ら
肩
へ
と
だ
ん

だ
ん
濡
れ
て
来
る
。
 そ
れ
で
も
寒
く
は
な
い

の
で
幸
い
し
た
。
 

背
中
の
ラ
ジ
オ
は
絶
え
ず
台
風
情
報
を
流
し
て
い
る
。
 

夜
が
明
け
き
っ
て
か
ら
音
楽
の
様
な
音

と
人
声
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
物
音
を

耳
に
し
た
。
耳
を
澄
ま
し
て
次
の
音
を
待
っ
た
が
再
び
物
音
を
聞
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。
後
で
判
っ
た
こ
と
だ
が
探
す
に
来
た
人
た
ち
の
笛
の
音
と
、
叫
ん
だ
声
で
は
な

か
っ
た
か
と
。
背
中
の
ラ
ジ
オ
で
か
き
消
さ
れ
た
の
で

は
な
か
っ
た
か
。
 ラ
ジ
オ
の

つ
け
っ
放
し
は
善
し
悪
し
す
で
あ
る
。
歩
く
う
ち
昨
夜
折
れ
た
で
あ
ろ
う
折
れ
傷
も

生
々
し
く
腐
れ
の
入
っ
た
広
葉
樹
が
二
本
泣

ん
で
倒
れ
て
い
た
。
 歩
道
の
上
り
坂
は
 

や
ぷ
 

右
折
左
折
し
て
い
る
、
近
道
を
と
思
っ

て
道
を
外
し
て
薮
に
入
る
。
 

な
か
 

山
で
は
突
然
何
が
起
る
か
判
ら
な
い
も
の
だ
。
薮
を
歩
く
う
ち
雨
の
降

る
中
蜂

の

羽
音
が
す
る
。
気
付
い
て
見
る
と
右
手
の
軍
手
に
黄
色
の
大
き
な
蜂
が
止
っ

て
い
る
。
 

反
射
的
に
左
手
で
叩
く
様
に
打
ち
落
し
た
ら
蜂
は
死
ん
だ
も
の
か
何
処
か
へ
逃
げ
去
っ

た
も
の
か
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
冷
汗
も
の
で
あ
る
。

刺
さ
れ
る
体
の
場
所
が
悪
け
れ

ば
山
中
で
の
こ
と
死
に
至
ら

な
い
と
は
限
ら
な
い
。
歩
く
う
ち
蜂
の
巣
に

触
れ
た
の

だ
ろ
う
。
昆
虫
や
動
物
の
足
跡
な
ど
私
は
よ
く
知
ら
な
い
。
炭
焼
き

の
人
等
は
よ
く

知
っ
て
る
も
の
だ
。
心
で
は
冷
静
に
冷
静
に
と
思
っ
て
は
い
て
も
、
頭
の
中
は
パ

ニ
ッ

ク
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
数
十
年
歩
き
馴
れ
た
山

で
あ
る
。
こ
の
地
は
営
林
局
か
ら

来
る
「
施
業
案
」
の
立
案
者
を
も
案
内
し

た
こ
と
の
あ
る
一
帯
だ
。
 

道
が
な
け
れ
ば
な
ぜ
「
保
護
樹
帯
」
の
中
を
歩
い
て
帰
ら
な
か
っ
た
の
か
。
 そ
の

こ
と
に
気
付
い
た
の
は
遅
く
、
後
の
祭
り
で
あ

る
。
 

空
沼
か
ら
鹿
の
子
迎
分
水
嶺
に
な
り
昔
の
郡
界
歩
道
か
ら
五
十
米
巾
で
「
保
護
樹
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小
田
川
担
当
区
域
は
北
は
鹿
の
子
の
高
橋
沢
か
ら
南
は
東
嘉
瀬
山
、
水
ヶ
沢
の

「
魔
の
岳
」
指
標
四
百
七
十
四
米
、
こ
の
山
は
小
田
川
の
源
に
な
る
こ
の
頂
上
青
森
・

五
所
川
原
・
金
木
・
三
ッ
の
境
界
に
な
る
。
ま
た
金
木
営
林
署
の
第
一
林
班
は
こ
の

地
か
ら
始
ま
る
。
こ
の
山
の
下
の
「
空
沼
」
青
五
線
か
ら
鹿
の
子
迄
七
キ
ロ
と
記
憶

し
て
い
る
。
小
田
川
山
に
縦
横
に
走
る
歩
道
は
三
十
八
線
あ
っ
て
一
番
長
い
歩
道
で

八
キ
ロ
あ
る
。

鹿
の
子
か
ら
空
沼
迄
の
中
間
ぐ
ら
い
の
目
的
地
だ
か
ら
大
変
な
距
離
で
は
な
い
。

こ
の
地
に
は
こ
こ
十
年
ぐ
ら
い
歩
い
て
い
な
い
。
山
の
様
子
は
十
年
前
と
か
な
り
変
っ

て
い
る
が
途
中
を
懐
か
し
み
な
が
ら
目
的
地
に
着
く
。
青
森
営
林
署
の
『
白
滝
の
沢
』

で
あ
る
。
こ
の
沢
の
源
は
奥
内
の
岳
で
源
八
森
指
標
三
百
五
十
三
米
、
三
角
点
の
あ

る
山
を
竝
ん
で
い
る
。
目
的
の
舞
茸
木
は
十
三
林
班
、
猫
右
ヱ
門
沢
あ
た
り
に
な
る
。

舞
茸
木
は
「
コ
ナ
ラ
」
の
大
木
で
数
米
は
な
れ
て
二
本
な
ら
ん
で
い
る
。
二
本
と
も

生
え
な
い
の
か
、
ま
た
は
採
ら
れ
た
も
の
か
今
日
の
舞
茸
採
り
は
空
振
り
で
あ
る
。

舞
茸
採
り
は
絶
対
足
跡
を
残
さ
な
い
。
そ
の
木
ま
で
行
く
の
に
わ
ざ
わ
ざ
遠
廻
り
し

て
帰
り
は
後
去
り
で
足
跡
を
落
葉
で
消
し
て
去
る
の
だ
。
「
ふ
と
」
沢
の
方
を
見
る

と
一
米
近
く
も
あ
ろ
う
か
と
見
え
る
ミ
ズ
（
ウ
ワ
ー
ハ
ミ
ソ
ウ
）
が
生
え
て
い
る
。
ほ

か
に
も
舞
茸
の
木
は
あ
る
の
だ
が
見
廻
る
時
間
が
な
い
。
空
荷
で
帰
る
よ
り
も
と

「
ミ
ズ
」
採
り
に
か
か
る
。

こ
の
ミ
ズ
も
季
節
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
。
ハ
ナ
ィ
カ
ダ
の
よ
う
に
葉
の
上
に
花
を

乗
せ
て
秋
に
は
小
さ
な
実
を
結
ぶ
。
こ
の
実
を
干
し
て
冬
擶
り
鉢
で
ト
ロ
ロ
汁
を
作

る
と
、
猛
り
粉
木
で
捕
り
鉢
が
持
ち
上
る
程
粘
り
が
強
い
と
同
僚
の
小
野
祐
二
さ
ん

が
教
え
て
く
れ
た
も
の
だ
。
私
は
ま
だ
食
べ
て
い
な
い
ミ
ズ
採
り
終
っ
て
も
夕
方
五

時
に
は
家
に
帰
り
着
け
る
。

ワ
サ
ビ

途
中
、
「
山
葵
」
を
採
っ
た
り
道
草
を
喰
い
な
が
ら
帰
る
。
台
風
の
影
群
だ
ろ
う

肌
は
シ
ラ
ス
の
真
白
に
美
し
い
岩
肌
を
表
し
て
い
る
。
郡
界
歩
道
の
金
兵
衛
沢
辺
り

に
も
と
の
連
絡
船
の
無
線
の
反
射
板
が
あ
っ
て
、
そ
の
沢
を
少
し
下
る
と
こ
の
滝
が

あ
る
。
こ
の
沢
を
下
る
と
青
森
の
「
自
然
休
養
林
」
に
な
っ
て
い
る
眺
望
山
の
尚
床

式
の
山
小
屋
風
の
管
理
本
ム
所
あ
た
り
に
出
る
。
こ
こ
で
白
滝
の
沢
は
砂
川
と
合
流

ふ
ち

し
て
奥
内
に
出
る
。
こ
の
沢
は
清
流
で
イ
ワ
ナ
が
大
き
な
淵
に
大
き
な
「
イ
ワ
ナ
」
、

そ
の
大
き
さ
の
順
に
、
イ
ワ
ナ
が
楼
ん
で
い
る
。

こ
の
管
理
卒
ム
所
か
ら
車
道
を
上
り
坂
な
が
ら
行
く
と
祁
界
の
自
分
の
単
に
行
き

着
け
る
。

そ
う
思
っ
て
白
滝
沢
の
方
に
下
り
て
見
る
。
山
の
斜
面
は
だ
ん
だ
ん
急
に
な
っ
て

来
る
。
「
待
て
よ
」
白
滝
は
枝
沢
に
な
る
小
沢
で
も
一
つ
二
つ
滝
が
あ
っ
た
り
す
る
。

こ
の
暗
闇
で
は
危
険
こ
の
上
な
い
こ
と
だ
。

引
返
す
こ
と
に
す
る
。
今
度
は
急
斜
面
を
登
る
の
だ
か
ら
下
り
の
数
倍
の
時
間
が

か
か
る
。
顔
を
立
木
に
衝
突
す
る
迄
見
え
な
い
闇
で
あ
る
。
こ
ん
な
と
き
煙
草
火
で

も
か
す
か
な
が
ら
も
明
り
が
得
ら
れ
る
次
々
煙
草
に
火
を
移
し
て
歩
く
。

尾
峰
に
上
る
と
風
は
強
く
な
る
ば
か
り
、
立
木
の
折
れ
る
不
気
味
な
音
を
二
度
三

度
聞
い
た
。

同
じ
道
を
行
き
つ
戻
り
つ
疲
れ
る
と
土
の
上
で
も
草
の
上
で
も
そ
の
場
に
坐
っ
て
休

む
。
こ
ん
な
時
合
羽
ズ
ボ
ソ
が
役
立
つ
。
煙
草
は
つ
い
に
品
切
れ
に
な
っ
て
し
ま
う
。

右
に
東
郡
の
灯
、
左
に
は
北
郡
の
灯
が
遠
く
に
ま
た
た
い
て
い
て
美
し
い
。
こ
ん
な

に
も
灯
が
美
し
い
と
思
っ
た
の
も
初
め
て
で
あ
る
。

尾
嶺
か
ら
は
一
族
遠
く
秋
と
も
し

と
も
し

秋
灯
里
は
綺
羅
々
の
尾
嶺
に
佇
つ

や
が
て
東
の
空
が
白
み
初
め
夜
明
け
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
そ
ん
な
に
長
い
夜

に
は
思
い
な
か
っ
た
。

(、

東
か
ら
の
風
が
強
く
な
る
。
曲
師
沢
の
右
股
と
左
股
の
合
峰
あ
た
り
で
木
材
運
搬
の

新
ら
し
い
プ
ル
の
道
に
な
る
。
気
に
止
め
る
こ
と
も
な
く
そ
の
道
を
行
く
と
行
き
止

り
で
あ
る
。
い
ぶ
か
り
な
が
ら
も
引
返
す
し
か
な
い
。

こ
の
道
か
な
り
後
方
に
も
ど
っ
て
郡
界
歩
道
ら
し
き
を
探
し
て
歩
く
の
だ
が
そ
ん
な

道
が
他
に
も
あ
り
そ
の
道
に
入
っ
て
見
て
も
ま
た
行
き
止
り
で
あ
る
。
そ
ん
な
道
探

し
を
し
て
い
る
う
ち
日
悪
れ
も
近
く
な
っ
て
来
る
。
つ
る
べ
落
し
の
秋
の
陽
は
暮
色

も
濃
く
な
っ
て
来
る
。
気
は
あ
せ
る
ば
か
り
、
月
や
星
明
り
を
期
待
し
た
が
、
つ
い

に
は
暗
闇
に
な
っ
て
し
ま
う
。

風
は
ヤ
マ
セ
風
な
が
ら
冷
た
く
な
い
。
『
フ
ク
ダ
雲
』
も
か
か
ら
な
い
し
、
蚊
も

出
て
来
な
い
。
ラ
ジ
オ
は
台
風
が
能
登
半
島
か
ら
日
本
海
に
出
て
北
上
し
て
い
る
様

子
を
報
じ
て
い
る
。
風
が
強
い
の
で
焚
火
も
出
来
な
い
。
昔
冬
山
で
あ
る
が
、
マ
タ

ギ
で
さ
い
こ
の
山
で
避
難
死
亡
し
た
と
古
老
か
ら
聞
い
た
も
の
だ
。
山
は
真
の
間
に

な
っ
て
し
ま
う
。

か
ぜ

一
句
山
神
の
怒
声
間
よ
り
台
風
荒
ら
した

ち

坐
っ
て
い
た
り
横
に
な
る
と
眠
く
な
る
性
の
私
だ
か
ら
眠
ら
な
い
た
め
に
は
歩
く

こ
と
だ
。
先
づ
疲
れ
な
い
こ
と
眠
ら
な
い
こ
と
。
こ
れ
は
山
の
鉄
則
だ
と
思
っ
て
い

と
が

る
。
先
づ
杖
を
作
る
こ
と
に
し
た
杖
の
先
を
削
っ
て
先
を
尖
ら
す
。
間
を
歩
い
て
道

を
外
れ
る
と
土
が
や
わ
ら
か
く
て
先
が
刺
っ
て
判
る
の
だ
。

道
を
失
っ
た
場
所
を
本
処
地
に
行
き
つ
戻
り
つ
同
じ
道
を
何
度
歩
い
た
こ
と
か
。

つ
だ
ま

迷
信
だ
ろ
う
が
夜
中
食
べ
物
を
持
ち
歩
く
と
「
け
も
の
」
が
瞳
い
て
編
し
た
り
す
る

と
聞
い
て
る
も
の
だ
か
ら
。
夜
中
残
り
二
コ
の
に
ぎ
り
飯
一
コ
食
べ
、
・
コ
は
焼
魚

と
出
来
る
だ
け
遠
く
投
げ
捨
て
る
。

も
の
入
化
が
懸
い
て
か
道
は
背
の
夜
寒

白
滝
の
沢
に
は
細
い
滝
で
は
あ
る
が
か
な
り
高
さ
の
滝
が
あ
っ
て
こ
の
一
帯
の
岩

道
筋
も
見
え
は
じ
め
て
来
る
。
バ
ラ
バ
ラ
雨
が
降
り
出
し
て
来
た
。
大
き
な
リ
ュ
ッ

ク
を
背
負
っ
て
い
る
か
ら
防
水
布
の
袋
を
頭
に
乗
せ
て
い
れ
ば
雨
は
防
げ
る
の
だ
が

道
を
探
さ
な
け
れ
ば
と
の
思
い
か
ら
歩
き
続
け
た
も
の
だ
か
ら
腕
か
ら
肩
へ
と
だ
ん

だ
ん
濡
れ
て
来
る
。
そ
れ
で
も
寒
く
は
な
い
の
で
幸
い
し
た
。

背
中
の
ラ
ジ
オ
は
絶
え
ず
台
風
情
報
を
流
し
て
い
る
。

夜
が
明
け
き
っ
て
か
ら
音
楽
の
様
な
音
と
人
声
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
物
音
を

耳
に
し
た
。
耳
を
澄
ま
し
て
次
の
音
を
待
っ
た
が
再
び
物
音
を
聞
く
こ
と
は
な
か
っ

た
。
後
で
判
っ
た
こ
と
だ
が
探
す
に
来
た
人
た
ち
の
笛
の
音
と
、
叫
ん
だ
声
で
は
な

か
っ
た
か
と
。
背
中
の
ラ
ジ
オ
で
か
き
消
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。
ラ
ジ
オ
の

つ
け
っ
放
し
は
善
し
悪
し
す
で
あ
る
。
歩
く
う
ち
昨
夜
折
れ
た
で
あ
ろ
う
折
れ
傷
も

生
々
し
く
腐
れ
の
入
っ
た
広
葉
樹
が
一
一
本
竝
ん
で
倒
れ
て
い
た
。
歩
道
の
上
り
坂
は

や
歩

右
折
左
折
し
て
い
る
、
近
道
を
と
思
っ
て
道
を
外
し
て
薮
に
入
る
。

な
か

山
で
は
突
然
何
が
起
る
か
判
ら
な
い
も
の
だ
。
薮
を
歩
く
う
ち
雨
の
降
る
中
蜂
の

羽
音
が
す
る
。
気
付
い
て
見
る
と
右
手
の
軍
手
に
黄
色
の
大
き
な
蜂
が
止
っ
て
い
る
。

反
射
的
に
左
手
で
叩
く
様
に
打
ち
落
し
た
ら
蜂
は
死
ん
だ
も
の
か
何
処
か
へ
逃
げ
去
っ

た
も
の
か
姿
は
見
ら
れ
な
い
。
冷
汗
も
の
で
あ
る
。
刺
さ
れ
る
体
の
場
所
が
悪
け
れ

ば
山
中
で
の
こ
と
死
に
至
ら
な
い
と
は
限
ら
な
い
。
歩
く
う
ち
蜂
の
巣
に
触
れ
た
の

だ
ろ
う
。
昆
虫
や
動
物
の
足
跡
な
ど
私
は
よ
く
知
ら
な
い
。
炭
焼
き
の
人
等
は
よ
く

知
っ
て
る
も
の
だ
。
心
で
は
冷
静
に
冷
静
に
と
思
っ
て
は
い
て
も
、
頭
の
中
は
パ
’
一
ツ

ク
状
態
に
な
っ
て
い
る
。
数
十
年
歩
き
馴
れ
た
山
で
あ
る
。
こ
の
地
は
営
林
局
か
ら

来
る
「
施
業
案
」
の
立
案
者
を
も
案
内
し
た
こ
と
の
あ
る
一
帯
だ
。

道
が
な
け
れ
ば
な
ぜ
「
保
護
樹
帯
」
の
中
を
歩
い
て
帰
ら
な
か
っ
た
の
か
。
そ
の

こ
と
に
気
付
い
た
の
は
遅
く
、
後
の
祭
り
で
あ
る
。

空
沼
か
ら
鹿
の
子
逆
分
水
嶺
に
な
り
昔
の
郡
界
歩
道
か
ら
五
十
米
巾
で
「
保
護
樹
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